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●進捗状況 （平成15年12月～平成17年 1月22日）

○天ヶ瀬ダム再開発対話討論会を行いました。

天ヶ瀬ダム再開発に対して、住民が相互の意見を直接交換する天ヶ瀬ダム再開発対話討
論会を、ファシリテーターによるグループ討論形式（天ヶ瀬ダムワーク）により平成１５年度、
平成１６年度に実施しました。
平成１５年度に実施した第１段階の対話討論会（以下、「天ヶ瀬ダムワーク(１)」と言う。）で
は、住民相互の対話討論会を３回実施し、この対話討論会で得られた『調査・検討項目』を整
理しました。
さらに、この内容を第４回目に、河川管理者から『天ヶ瀬ダムワーク（１）調査項目（案）』とし
て提示し、天ヶ瀬ダム再開発に関する調査検討項目について漏れがないかを、参加者に
チェックしていただきました。
平成１６年度に実施した第２段階の対話討論会（以下、「天ヶ瀬ダムワーク（２）」と言う。）で
は、天ヶ瀬ダムワーク（１）で整理した『天ヶ瀬ダムワーク（１）調査項目』について、調査検討
が完了した内容を踏まえ、住民同士で天ヶ瀬ダム再開発の方針について議論していただき
ました（３回実施）。その結果、意見書としてとりまとめられました。
詳細は、ホームページhttp://www.biwakokasen.go.jp/dam/damsearch/amagase/index.html
を参照
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○天ヶ瀬ダム放流能力増強に係る既存施設有効活用技術検討委員会を開催しました。

「天ヶ瀬ダム放流能力増強に係る既存施設有効活用技術検討委員会」は、既存施設を利用
した天ヶ瀬ダムの放流能力の増強施設について、最新の技術や新たな知見に基づき、種々
の課題解決に必要な指導・助言を行うとともに、最適な施設計画の決定を行うことを目的とし
ています。
第1回委員会が平成16年 1月26日に開催され、天ヶ瀬ダム再開発事業の経緯を説明した
後、既存施設の活用、土砂移動関連等について議論がなされました。
第2回委員会は、平成16年3月19日に開催され、前回委員会での課題について、また、活用
施設の組み合わせ、小容量放流設備について議論がなされました。
第3回委員会は、平成16年11月15日に開催され、天ヶ瀬ダム本体改造等の議論がなされま
した。

第3回委員会までの委員会では、流出量を増強できる可能性のある既存施設としては下記
の通り上げられました。
①天ヶ瀬ダム本体
②ダム建設時仮排水路
③天ヶ瀬発電所導水路
④旧志津川発電所導水路
⑤宇治発電所導水路
⑥琵琶湖第１・第２疏水

②ダム建設時仮排水路については、施設位置が現在の天ヶ瀬ダム堆砂位から１０ｍ以上
埋没しており、運用時には再度埋没する恐れがあること、天ヶ瀬ダムの基礎地盤内に設置さ
れた閉塞部の撤去によるダムの安全性への影響等の理由から、施設改造後運用するため
の課題が多くあるため、利用は困難である。
④旧志津川発電所導水路については、土砂移動の連続性を確保する方策として、天ヶ瀬
ダム再開発事業で活用することを検討している既存施設に排砂機能を併せて持たせること
は、その実施や管理に課題が多いことから、天ヶ瀬ダム再開発事業で実施することはせず、
単独の排砂施設として引き続き検討を行う意見をいただきました。
⑥琵琶湖第１・第２疏水については、天ヶ瀬ダムの放流能力増強量の外数となり、別途検
討します。
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●委員会等からの意見
（「事業中のダムについての意見書」 平成17年１月22日）

天ヶ瀬ダムの放流能力の増大方法ならびに増大量に検討の余地が残され、増大方法につ
いては別の委員会で検討中であるが、宇治川の河床低下の原因となっているダムの堆砂へ
の対策についての検討が望まれる。

●進捗状況 （平成17年 1月22日～平成17年12月22日）

○淀川水系５ダムについての方針を発表（平成17年7年1日）

（ダムについての方針）

これまでの調査検討結果を踏まえ、各ダムごとに、治水、利水の必要性、緊急性のみなら
ず、経済的なメリット、環境への影響等の観点から総合的に検討し、国土交通省としての各
ダムの方針をとりまとめました。

天ヶ瀬ダム再開発事業の方針については、以下の通りです。

・調査検討の結果、利水者である京都府（上水）は継続して参画の見込みである。
また、天ヶ瀬ダム再開発による宇治川・淀川の洪水調節の必要性に変わりはなく、琵琶湖
周辺の洪水防御の観点から緊急性も高い。
したがって、天ヶ瀬ダム再開発事業は以下の目的で実施する。

①宇治川・淀川の洪水調節及び琵琶湖周辺の洪水防御
②京都府（上水）の新規利水
③発電

（調査検討のとりまとめ）

現在の河川整備状況では宇治川、淀川の水害の危険性を増大させるおそれがあるため、
淀川洪水時及び天ヶ瀬ダム洪水調節時における瀬田川洗堰の全閉ルールは当面継続せざ
るを得ません。しかし、宇治川、淀川の洪水が低減した時点以降については、できるだけ早
期に琵琶湖の水位低下を図らねばならないため、瀬田川、宇治川の流下能力を増大させ、
琵琶湖からの放流量を増大させることが必要です。
天ヶ瀬ダム再開発事業の放流能力については、洪水期制限水位において放流能力が不足
しており、放流能力の増大を図る必要があります。

天ヶ瀬ダム再開発事業における調査検討については、以下の通りです。

①天ヶ瀬ダムの放流能力増大方策について

天ヶ瀬ダムの放流能力増大の方策として、発電用放流施設等の既存施設をできるだけ活
用した上で、不足量については、ダム堤体に新たに放流口を設置する方策などを技術検討
委員会において検討していきます。

②天ヶ瀬ダム再開発に伴う環境への影響について

天ヶ瀬ダム再開発による環境への影響として、放流能力の増大による低周波音の拡大が
考えられます。
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③土砂移動の連続性を確保する方策について

土砂移動の連続性を確保する方策として、天ヶ瀬ダム再開発事業で活用することを検討し
ている既存施設に排砂機能を併せて持たせることは、その実施や管理に課題が多いことか
ら、天ヶ瀬ダム再開発事業で実施することはせず、単独の排砂施設として引き続き検討を行
います。

詳細内容は以下の通りです。
＜平成17年7月21日「天ヶ瀬ダム再開発の調査検討（とりまとめ）」より＞

①天ヶ瀬ダムの放流能力増大方策について

既存施設を活用した放流能力増強案の検討については、天ヶ瀬ダムの放流能力増強に
有効な施設として、天ヶ瀬ダム本体、天ヶ瀬発電所導水路利用が上げられています。
天ヶ瀬ダム本体については、複雑な応力状態を示すアーチダムの更に詳細な応力解析が
必要であり、また、天ヶ瀬ダムの管理を行いながらの工事となるため、施工中の洪水対応及
び非常時の危機管理について今後も継続し検討します。
天ヶ瀬ダム導水路発電所導水路利用については、施設管理者（関西電力㈱）と協議を行い
ます。

②天ヶ瀬ダム再開発に伴う環境への影響について

天ヶ瀬ダムの最大放流量が増大することによって、ダム放流に伴い発生する低周波音が増
幅され、周辺地域に影響を及ぼすおそれがあるため、現況調査を平成13年、15年、16年に
計５日間行いました。
低周波音については、既存施設を有効活用した放流能力増大方策の検討結果をもとに、
ダム放流時に発生する低周波音特性、伝播状況を調査し、発生音の低減対策等の検討を専
門家の意見を伺いながら、調査検討を実施していきます。

③土砂移動の連続性を確保する方策について

土砂移動の連続性を確保する方策の検討については、洪水調節と排砂の両方の機能を持
たせることについては、排砂施設が頻繁に維持管理のための保守点検が必要な事例を踏ま
え、放流施設としての機能を併せ持つことは好ましくないとの見解を得ています。
また、天ヶ瀬ダムにおける土砂移動の連続性確保のための排砂方策を検討する上で、淀
川水系流域全体の土砂移動に与える影響を検討する必要があります。
今後、淀川水系流域全体の土砂管理の検討状況を踏まえ、天ヶ瀬ダムにおける土砂移動
の連続性確保するための施設として旧志津川発電所導水路を活用することが有効と認めら
れた場合は、天ヶ瀬ダム再開発計画に係わらず別途検討します。
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○天ヶ瀬ダム放流能力増強に係る既存施設有効活用技術検討委員会を開催しました。

第4回委員会は、平成17年 7月15日に開催され、天ヶ瀬ダム本体改造等（応力解析、水理
模型実験の途中経過等）の議論がなされ、応力解析に必要な現地調査、資料収集等の課題
が抽出され、これらについては現在調査検討をしています。

これまでの調査検討結果を踏まえ、天ヶ瀬ダムの放流能力増強に有効な既存施設として、
天ヶ瀬ダム本体、天ヶ瀬発電所導水路利用について検討しています。

●委員からの意見等
（「淀川水系５ダムの調査検討についての意見（案）」平成17年１2月22日）

・放流能力の増大方法については、別途専門委員会で検討されているが、どのような方法を
採用しようとも、技術的可能性・安全性ばかりでなく、環境への影響に対する配慮が必要であ
る。
・天ヶ瀬ダムの放流量が増加すると低周波音の影響が増加するおそれがあるため、影響予
測およびその対応策についての調査検討が必要である。

●進捗状況 （平成17年12月22日以降）

○天ヶ瀬ダム放流能力増強に係る既存施設有効活用技術検討委員会を開催しました。

第5回委員会は、平成18年 2月 2日に開催され、天ヶ瀬ダム本体改造等（施工時の安全管
理、現地調査結果等）の議論がなされ、現在実施している調査検討について、より精度を高
めた内容を行うことになりました。




